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水の恵みを享受するベトナム

朝夕は空が霞む

4月初旬に35度超

    

タカミ

  

藤井　南美
元 NHK 気象キャスター。現在は、LuckyFM（茨城放送）「HAPPY パンチ！」内
「HAPPYウェザーニュース」（毎週㈪、11:15～ 11:30 頃）出演＆アナウンサーユニッ
ト「ことば屋」として、“天気 ”と“ことば ”を軸に活動中。目下の趣味は、仲間との小旅（こ
たび）と最近始めたバイオリンです。

ー第44回ー

4月上旬、4泊5日でベトナム旅行に出掛けました。
ベトナムは、インドシナ半島の東側を縁取るよう

に南北に伸びる、スリムな S字型の国です。
日本との共通点の一つは、「モンスーンアジア」

の仲間＝「お米文化」の国であること。
特に、メコン川の下流に広がるメコンデルタは、

肥沃な土壌と豊富な水で、米の三期作が可能です。
お米料理も多種多様で、米の麺一つとっても、平た

　もう一つ気になったことは、「朝夕は空が霞む」こと
です。滞在初日に、世界遺産でもある景勝地「ハロン湾」
で、サンセットクルーズに参加しました。灰白色の空
の中、オレンジ色の太陽がゆっくりと落ちて行くさま
を、クルーズ船の屋上から「まるでモネの絵みたい」
とうっとり眺めていたのですが、気づけば、その後も
連日、朝夕だけ空がどんよりとしています。次第に、
これは大気汚染ではないか、と疑い始めました。
　事実、近年、ハノイでは、深刻な大気汚染が問題化
しているようです。PM2.5 の濃度が世界的にも高水準
になる日が続き、現地に住む外国人の多くは、空気の
汚れ具合を表示するアプリで、日々、数値をチェック
しているそうです。
　背景にあるのは、著しい経済成長と、それに伴う急
速な都市化です。実際、ハノイやその近郊は、地下鉄
や大規模集合住宅など大型施設の建設ラッシュで、至

気象予報士

ければ「フォー」、素麺のような細麺は「ブン」、更には、
白米におこわに春巻き類、お餅のスイーツ…と、枚挙
にいとまがありません。
また、国の東側が全て海岸に面しているため、海の

幸も豊富です。加えて、潤沢な雨で、草木がよく育ち、
料理には、野菜や種々のハーブがふんだんに使われて
います。水資源の恩恵をフル活用して築き上げた豊か
な食文化が魅力的な国です。

るところで工事が行われていました。また、交通量も多
く、道幅の半分がバイクで埋め尽くされる様子は圧巻で
した。その分、街は活気に溢れ、右肩上がりの国の勢い
を感じましたが、同時に、環境への影響が、非常に心配
になりました。
　ただ、これは、かつての日本が来た道、なのかもしれ
ません。勢いに乗って、これからグングン成長していこ
うとする国に対し、既に経済成長の恩恵を享受してきた
我々が、何を咎めることができるでしょうか。「ベトナ
ムは、農業国から工業国になっています」と誇らしげに
語る現地ガイドさんの話に耳を傾けながら、少し複雑な
心境になりました。
　経済発展も、もちろん大切、ですが、今ある自然の美
しさも、出来ればこのままであってほしい。次に訪れた
際には、澄んだ空に沈む鮮やかな夕日が見たいです。

南北に長く、多様な気候や文化を持つ国、ベトナム。 左上から時計回りに、フォー、ブン、揚げ春巻き、鶏おこわ

一瞬「パリ？」と見まがうカフェ。フランス統治時代の名残です。

クルーズ船から眺めた夕日。

道を埋め尽くすバイク。多くの人がマスク着用でした。

気象予報士を生業としていると、旅先でも、つい「お天気目線」を発動していることがよくあります。
今回は、気象の切り口から振り返る、私のベトナム旅行記にお付き合いください。

ハノイハノイ

ただ、気になる点が幾つかありまし
た。
　事前情報によると、ベトナム中・
南部は「二季」ですが、今回訪れたハ
ノイ（北部）には、四季めいた季節変
化があり、短いながらも春と秋が存
在する、とのことでした。そうであ
れば、4月は「短い春」に当たり、暑さ
もマイルドなのかな…などと想像
していたのですが、ふたを開けて
ビックリ！
　私の滞在した 4 日間は、連日 35

度以上の「猛暑日」でした。スコール
でもあれば打ち水代わりになるの
でしょうが、滞在期間中の降水量は0
ミリ。じっとしていても汗が吹き出
し、1 日に何度もカフェに駆け込ま
ずにはいられませんでした。
後で分かったことですが、この時
期、ハノイは、季節外れの熱波に見
舞われていたようです。地元の方
いわく、「例年、4月頃から徐々に暑
くなってくるが、今年は、暑くなる
のが早い」とのことでした。入り口

の段階からこの暑さでは、ピーク時
の 8 月はどうなってしまうのか…
温暖化により地球全体の気温の
ベースが底上げされていることを痛
感し、恐怖さえ覚えました。
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